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研究成果の概要（和文）：　本研究では、保育所における送迎時の保育者と保護者とのコミュニケーションのビデオ撮
影を行い、そのデータを分析した。
　送迎時のやりとりは、ほんとうにちょっとしたものであるが、そのなかにもうまくいっているように思えるものとそ
うでないものがある。うまくいっているように思えるやりとりでは、子どもに服を着せること、子どもを帰途につかせ
ることなどが保護者にとっての課題になっていることに保育者が気づき、子どもを媒介とした保育者と保護者の共同作
業が行われている。送迎時に「悩み相談」などが行われるのは頻繁ではないことを考えれば、保育者が保護者に支援的
に関わるうえで、「共同作業」という視点は非常に重要である。

研究成果の概要（英文）： This studies analyzes communication between the childcare workers and the 
(grand)paresnts at the child care centers.
 Their communication at the time of pick-up seems very trivial, but their communiation sometimes consists 
of the artful method thorough which the childcare workers try to collaborate with the (grand)paresnts for 
dressing the children and having them leave the classroom.

研究分野：家族社会学

キーワード： 子育て支援
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１．研究開始当初の背景 
現在、日本社会では、子育てを私的領域た
る家族のみの問題とするのではなく、公的領
域が積極的に子育て支援に関与する必要性
が主張され、様々な水準での施策化もされる
ようになってきた。しかし、育児が社会化さ
れたその宛て先において、実際にどのような
支援が行われているのか、支援サービスの提
供に従事する者と提供を受ける者がどのよ
うな関係性を形成し、支援する経験と支援さ
れる経験をどのように意味づけているのか
といったことが実証的な調査研究の研究は
乏しいままの状況が続いている。 
このような社会状況と研究動向を背景と
して、研究代表者は現在まで、様々なかたち
で子育て支援の提供に携わっている人々を
対象とするインタビュー調査を行ってきた。  
これらの研究で繰り返し示されたことは、
子育ては社会全体で支援すべきであるとい
う論理を前提に成立している子育て支援の
提供という出来事が、子育ての責任を家族に
帰属する子育て私事論を通じて実践、経験さ
れているということである。すなわち、育児
責任を家族に帰属するがゆえに、「自分がし
ていることは本当に家族のために、子どもの
ためになっているのか」という子育てを支援
することのジレンマが支援提供者に生じう
る。「子ども」が自分を含めた家族成員以外
の者との間に持つケアをともなう関係は、家
族とのそれに比べて規範的序列が低いもの
として扱われる。子どものケアという実践を
家族成員以外の者が担う場合においても、そ
の当の実践は家族が子どものケアを担うと
いう論理によって支えられている。実践とそ
の担い手は変化していても、それを支えてい
る家族に関わる規範的論理は持続している
のである。 
 したがって、ただ家族の育児責任を外部化
すべきことを主張する言説は、家族主義的な
論理、とりわけ、支援が実践される場におい
て作動する家族主義に対してはしばしば有
効な主張たりえないように思われる。 
 この点において、日本社会において「育児
の社会化」を提唱するにあたっては、子育て
支援に携わる人々による実践から学ぶとこ
ろが大きい。たとえば、ある支援者は自分が
子どもにとっての主なケア提供者であるこ
とを前提にしながら、母親には物理的なケア
提供というよりも、子どもが親から愛情を受
けていると実感できるようにすることを求
めている。ここで指向されているのは、子ど
もへのケアのある位相、「養育」という行為
は自分が引き受けつつ、それとは異なる位相、
「気遣うこと」や「ケアに責任を持つこと」
を母親の責任として措定する一種の分業で
ある。そしてこのとき、「親であること」は
「気遣う」ことや「ケアに責任を持つこと」
と結びつけられると同時に、「養育」、あるい
は「ケアを提供すること」以外によっても遂
行しうるものとして位置づけられている。つ

まり、「親であること」（parenting）と子ど
もへのケア提供者であることの分離が行わ
れることがある。そこで指向されるのが、子
どもへのケアの「養育」という位相は自分が
引き受けつつ、それとは異なる位相、「気遣
うこと」や「ケアに責任を持つこと」を母親
の責任として措定する一種の分業である。こ
のとき、「親であること」は「養育」以外に
よっても遂行しうるものとして位置づけら
れている。 
 このような意味で、「家族」が「子育て」
をすること、すなわち、「親であること」に
は多元的な可能性がある。そして、「親であ
ること」を多元的なものとして捉えることは、
現在の日本社会において「育児の社会化」を
スムーズに推進するうえでの一つの道筋を
示すものであると考えられる。これがケア提
供者にとっては、子どもへのケア提供は引き
受けるが「親であること」は引き受けないと
いう実践、家族にとっては、子どもへのケア
提供は外部化するが「親であること」は外部
化して放棄しないという実践を可能にする
からである。 
 このように、研究代表者のこれまでの調査
研究の過程のなかで、「親であること」の多
元性が一つの重要な論点であることが浮か
び上がってきた。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、この「親であること」の
多元性に焦点化したかたちで新たにフィー
ルド調査を行うことで、日本社会における子
育て支援の現在的位相を把握するとともに、
今後の子育て支援の方向性に対して提言を
行うことを目指すことである。 
 
３．研究の方法 
どのような場合に「親であること」が子育
て支援者や支援の利用者にとってより多元
的なものとして経験されるかという問題は、
子育てが社会化される様々な状況の経験的
な記述によってのみ答えが与えられるもの
である。したがって、本研究では、相互行為
としての子育て支援が当事者たちにどのよ
うに経験されているかを把握するために、フ
ィールド調査を行った。 
 具体的には、2014 年度に関東圏の認可保育
所 A、2015 年に同じく関東圏の小規模保育所
Bでフィールド調査を実施した。「親であるこ
と」の多元性に注目するための戦略として、
送迎時の保育者と保護者とのコミュニケー
ションのビデオ撮影を行った。保育者と保護
者のやりとりの詳細において、子育てやその
責任がどのように位置づけられるのかを分
析することを試みるものである。 
 また、これと関連して、研究代表者が参加
している「子育て期女性のエンパワメント研
究会」（主催・生協総合研究所）が実施した
「子育て支援の活動形態や働き方に関する
調査」のデータ分析も行った。この調査は NPO



などで地域子育て支援に携わっている人々
を対象に、その働き方や意識などを明らかに
することを目的とした質問紙調査である。上
述のフィールド調査とは調査のありかたは
大きく異なっているものの、多様な担い手が
持続的に子育て支援に関わることのできる
条件を問うという意味で、「親であること」
の多元性に注目する本研究の課題と深く関
わるものである。 
 
４．研究成果 
（1）関東圏の認可保育所 A でのフィールド
調査については、A を運営する社会福祉法人
の職員研修会でその成果を報告した。そこで
報告された成果の概要は、以下の通りである。 
 保育所保育指針の第 6章が「保護者に対す
る支援」に割かれ、養成課程でも「家庭支援
論」や「保育相談支援」が必修化されている
ように、2000 年前後から保護者支援が保育士
の職務であることが強調され始める。 
  その結果として、保育士を目指す学生は、
保護者に支援的に関わることやその第一歩
として保護者と信頼関係を築くことの重要
性について学ぶ。そのような教育実践のなか
では、保護者との日常的な関係形成のうえで、
貴重な機会になるのが、送迎時の保護者との
ちょっとした会話であること、送迎時におい
て、保護者を受け入れることや保護者の工夫
や努力を認めること、保護者との時間を大切
にすることの重要性が説かれてきた。 
しかし他方で、具体的な保護者とのコミュ
ニケーションがどのように行われているの
かを実証的に検討することはほとんど行わ
れてこなかたったため、本研究ではまずはこ
の点について概観を得ることに重点を置い
た。 
そこから明らかになったのは、まずは、①
お迎えの時間の保護者とのやりとりは、ほん
とうに「ちょっとした」ものだということで
ある。5日間で記録された 56 組の保護者のう
ち、半分近くの「滞在時間」は 5 分以内で、
この時間の大半は記録の記入や荷物の準備
に費やされる。56 例のうち最短の事例は約 1
分であるが、この事例もさほど「不自然」と
か「特殊」とか「よくない」といったものに
は見えない。なかには 10 分以上滞在する保
護者もいるが、その大半は保護者間の会話や
子どもとのやりとりに費やされている（最長
は約 21 分 30 秒）。つまり、保育者と保護者
とのやりとりが数分にわたって続くという
ことはあまりなく、多くのやりとりは「断片
的」なものである。 
 しかし、保育者と保護者とのやりとりが
「ちょっとした」ものであるということは、
それが「どうでもい」ものであるということ
とはもちろん異なる。言い換えると、ちょっ
としたやりとりのなかに、「うまくいってい
る」ように思えるものとそうでないものがあ
る。 
②「うまくいっている」ように思えるやりと

りがそのように思える理由の 1つは、子ども
に服を着せること、子どもを帰途につかせる
ことなどが保護者にとっての課題になって
いることに保育士気づき、子どもに働きかけ
ていることにある。言い換えれば、保護者と
保育者によって子どもを媒介とした共同作
業が行われているということである。送迎時
に「悩み相談」や「重要な連絡」などが行わ
れることはおそらくそう頻繁ではないこと
を考えれば、保育者が保護者と信頼関係を形
成し、支援的に関わるうえで、この「共同作
業」という視点は非常に重要であると考えら
れる。「受け入れること」「時間を大切にする
こと」「工夫や努力を認めること」などもこ
の作業を通じて可能になりやすいのではな
いかと考えられる。 
反対に、この機会を活用できずに、たとえ
ば保護者が漫然と子どもを待つことになる
ということもありうるので、どのように共同
作業を開始するか、さらに、どのように共同
作業がスムーズに「成功」するのかの検討も
必要である。 
 
（2）「子育て支援の活動形態や働き方に関す
る調査」のデータを分析して、その成果を刊
行した。 
具体的には、自由記述欄の記述の分析によ
って、子育て支援者が自らの社会的エンパワ
メントと経済的エンパワメントをどのよう
に捉えているかを検討した。その結果として、
支援者たちが子育て支援に関わることによ
る自身の変化について、経済的エンパワメン
トよりも社会的エンパワメントに重きを置
いた捉え方をしていることがわかった。しか
し、他方で、多くの子育て支援者は、自分た
ちの活動に対する社会的評価や報酬、特に経
済的報酬に不満を持ってもいる。言い換えれ
ば、経済的報酬を得られなくてもかまわない
という支援者が多いわけではない。しかし、
現状の日本社会では、子育て支援活動によっ
て、自らの費やした時間や労力に見合うだけ
の経済的報酬を得られる場合は非常に少な
いということが、経済的報酬を自身の変化と
して意識することや経済的報酬に関心を持
つことを難しくしていると思われる。つまり、
支援者たちが経済的エンパワメントに関心
がないのではなく、結果的に経済的エンパワ
メントを達成して実感すること、達成への希
望を持ち続けることが難しくなっている可
能性を指摘した。 
 そして、このように経済的エンパワメント
を達成することが難しいという状況は、経済
的エンパワメントを達成する必要がある人
は子育て支援活動への参加が難しく、さしあ
たり経済的エンパワメントを達成する必要
に迫られていない人のみが子育て支援活動
に参入するという結果をもたらす。さらに、
今度はこのことが子育て支援者に正当な経
済的報酬を支払う仕組みをつくらないこと
の理由になる。子育て支援の重要性が盛んに



語られるようになった現在も、このような悪
循環が強力に作動し続けているということ
が示唆された。 
 
（3）本研究の背景には、子育て支援の理念
の浸透が現在においても、実子主義が根強い
という日本社会の現実がある。このことに関
連して、日本社会における「血縁」の意味を
問うという趣旨で開催された 2014 年度の日
本家族社会学会のテーマセッションに登壇
した。なお、このテーマセッションの内容は、
2016 年度前半に書籍化される予定である。そ
の書籍には、日本社会において、どのように
実子主義を乗り越えて、「育児の社会化」を
構想しうるのかを探索的に考察する論文を
寄稿した。 
 
（4）フィールド調査で得られた録画データ
ついては、エスノメソドロジーの知見を援用
した分析を試みているが、本研究の理論的・
方法論的基盤を整備する意味で、エスノメソ
ドロジーの社会学史上の位置づけ、社会学方
法論としての意味について研究しているリ
チャード・Ａ・ヒルバートの論文を翻訳・公
刊した。 
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